
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PRESS RELEASE                           2019年5月17日 

報道関係各位 

  はるやま商事株式会社 

 

『i-Shirt（アイシャツ）』3 年連続前年比120％※1超え 

累計販売枚数 400 万枚※2突破！！ 
～日中に汗ばむ今の時期こそ高い通気量※3で快適～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はるやま商事株式会社（本社：岡山県岡山市、代表取締役社長 伊藤 卓）が展開するブランド、「はるやま」

「PerfectSuitFActory（以下P.S.FAと言います。）」「フォーエル」にて展開中の高機能ドレスシャツ『i-Shirt (アイ

シャツ)』が、3年連続前年比120％※1の好調な売れ行きで、販売開始から累計販売枚数400万枚※2を突破い

たしました。（2019年4月末時点、はるやま251店舗、P.S.FA104店舗、フォーエル106店舗） 

 

■完全ノーアイロン※3でお手入れ簡単、高ストレッチで着心地抜群！ 

シワになりにくくアイロン掛け不要の「完全ノーアイロン※3」、夜にお洗濯をして翌朝には着用できる「吸水

速乾機能」、洗濯後の室内干しに対応した「抗菌・防臭機能」、ニット素材を採用した高いストレッチ性によるス

ポーツウェアのような着心地を兼備。毎日シャツを着用されるビジネスパーソンや就活生のほか、家事をさ

れる方々からも支持をいただいております。 

 さらに、ジャケットを脱ぐ季節に気になるシャツの背中部分のシワも目立ちにくく、後姿までキレイに着用で

き、清潔感のあるビジネスパーソンのクールビズスタイルを実現します。 

 



■優れた通気性で快適な肌触りと涼しい着心地を実現、熱中対策にもオススメのシャツ 

はるやまの『i-Shirt』は、「通気量」「放熱量」ともに高く、当社従来品のワイシャツと比較して、約5倍※3の高

い通気量と、約 1.2 倍※4 の放熱量により、衣服内へ空気が流入しやすく、熱がこもりにくいため、清涼な着心

地をキープできます。通気量と放熱量が高い『i-Shirt』は、日中に汗をかきやすい今の時期に快適な着用感

だけでなく、熱中対策としてもオススメの高機能商品です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■商品概要 

 

アイテム メンズ ウィメンズ※ii 

価格（税抜） 4,900～6,100円 4,900～6,100円 

サ イ ズ※i S～4L 7号～15号 

素 材 ポリエステル100％ ポリエステル100％ 

取扱店 

全国の「はるやま」「P.S.FA」「フォーエル」店舗 

はるやまオンラインストア https://haruyama.jp/ 

P.S.FAオンラインストア https://perfect-s.com/ 

フォーエルオンラインストア  https://foel.jp/ 
※i 店舗によってサイズ展開が異なります。 

※ii 一部ウィメンズの取り扱いがない店舗がございます。 

問合せ 

はるやまお客様相談室  0120－923－924 

P.S.FA お客様相談室  0120－167－052 

フォーエルお客様相談室   0120－115－578 

※1販売期間 2016年4月1日～2017年3月31日、2017年4月1日～2018年3月31日、 

2018年4月1日～2019年3月31日をそれぞれ前年度の販売枚数と比較したもの。当社調べ  

※2販売期間2009年4月1日～2019年5月12日 当社調べ。 

※3 耐洗濯性で形態安定性(W&W性)の最高水準の5級をクリアした生地を使用しています。検査結果は、判定用生地を用い

日本工業規格(JIS L 0217 103法タンブル)に基づき試験し、1～5級に等級づけしたもの。形態安定性5級－1回洗濯  

(一般財団法人ニッケンセン品質評価センター調べ。2018年3月現在) 
 

【報道関係各位の問い合わせ先】 

株式会社はるやまホールディングス 広報担当：中村萌 

TEL：03-4531-5700  E-MAIL：moe_nakamura@haruyama.biz 

※3 通気量・・・「i-Shirt」、「織り生地の従来品」の生地を 

用い、日本工業規格(JIS 1096 A法 ﾌﾗｼﾞ-ﾙ形法)に 

より測定した結果。 

東洋紡㈱総合研究所 快適性工学センター 

2018年3月26日調べ  

※4 放熱量・・・東洋紡㈱総合研究所 快適性工学 

センターによる実験結果。2018年3月26日調べ。 

環境：32℃ 70％RH 、装置：スキンモデル 

発汗量：410g/(m2/h) 

熱板温度：37℃ 

熱板-試料間距離 1cm 

送風 1m/秒 

プロトコル 安定15分⇒送風15分⇒送風＋発汗15分、 

5分毎の平均放熱量を測定。 

 

■通気量のデータ ■放熱量のデータ 
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